1. コンパイル方法
　Cadenciiの一部のソースコードには，C#およびJavaの両方でコンパイルできるようにするための工夫が施されています．ここでは，ソースコードをC#としてコンパイルする場合と，Javaとしてコンパイルする場合に分けて，その方法を解説します．
1.1 C#としてコンパイルする場合
1.1.1 ファイル構成
　コンパイル後のファイル構成をTable 1に示します．備考欄のVC#はMicrosoft Visual C# 2008 Express Editionを使ってコンパイル（または自動生成）されたファイルを，VCはMicrosoft Visual C++ 2008 Express Editionを使ってコンパイルされたファイルを表します．
	Table 1
	

	ファイル名
	備考

	Cadencii.exe
	VC#

	org.kbinani.dll
	VC#

	org.kbinani.media.dll
	VC#

	org.kbinani.apputil.dll
	VC#

	org.kbinani.vsq.dll
	VC#

	org.kbinani.cadencii.util.dll
	VC


	vConnect.exe
	VC

	straightVoiceDB.exe
	VC

	GenerateKeySound.exe
	VC#

	EditOtoIni.exe
	VC#

	ja.po
	

	zh-TW.po
	

	COPYING
	

	plugins/
	

	resources/
	VC#

	script/
	VC#

	tool/
	VC#


1.1.2 VC#でのコンパイル
1.1.3 VCでのコンパイル

1.2 Javaとしてコンパイルする場合
　必要なコンパイラとツールのリストは以下のとおりです．

gmcs

monoに付属しているC#コンパイラ

make

nmakeでも可

javac

Javaコンパイラ
以下，~/trunkにsvn checkoutしたと仮定して説明します．ビルドは

$~/trunk make jcadencii
で行います．コンパイルされたファイルは~/trunk/build/java以下に保存されます．
2. 使い方
2.1 "Cadencii"の読み方が分からない
　読み方は決めていませんが，「かでんしい」でいいと思います．
2.2 音が出ない/レンダリングがうまくいかない
　VOCALOID1/2モード，UTAUモード，Straight×UTAUモードのそれぞれについて，音がならない原因として考えられるものを列挙してあります．ご自分の環境で疑わしいと思うものについて，リンク先の解決方法を参考にチェックしてみてください．
	(A) VOCALOID1/2モードで音が鳴らない

	1. 
VOCALOID1/2のデモ版を使用している．

2. 
Windowsのセキュリティ設定により，プラグインのロードが制限されている．(Win. Vista, Win. 7)

3. 
一時ディレクトリの空き容量がほぼ0になっている．

4. 
{Cadenciiのインストールディレクトリ}\PlaySound.dllが存在しない

	(B) UTAUモードで音が鳴らない

	1.
音源パスが指定されていない

2.
resampler.exe のパスが指定されていない

3.
wavtool.exeのパスが指定されていない

4.
一時ディレクトリの空き容量がほぼ0になっている．

5.
Windowsのセキュリティ設定により，外部の実行ファイルの起動が制限されている．（Win. Vista, Win. 7）

6.
{Cadenciiのインストールディレクトリ}\PlaySound.dllが存在しない

7.
ローマ字の歌詞のまま音を鳴らそうとしている

	(C) Straight×UTAUモードで音が鳴らない

	1.
音源パスが指定されていない

2.
Visual C++ ライブラリDLLがインストールされていない

3.
一時ディレクトリの空き容量がほぼ0になっている．

4.
Windowsのセキュリティ設定により，外部の実行ファイルの起動が制限されている．

5. ｛Cadenciiのインストールディレクトリ｝￥plugins￥以下のdllが存在しない．

6. ｛Cadenciiのインストールディレクトリ｝￥straightdrv.exeが存在しない

7. ｛Cadenciiのインストールディレクトリ｝￥PlaySound.dllが存在しないか

8. ローマ字の歌詞のまま音を鳴らそうとしている


2.2.1 VOCALOID1/2モードで音が鳴らない
